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入館者ー万人を突.!
こども図書館

平成24年度上半期の予算
執行状況

平成24年度水道事業の上半
期執行状況
新規認定農業者の紹介

まちの園芸作物紹介

発達障害つてなんだろう?
療育って知っていますか?
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ι圃

iど
え.牢‘

ほ函
fy書
り館
森

昨
年
間
月
幻
日
に
薩
摩
支
所
内
に
県
内

で
は
初
め
て
オ
ー
プ
ン
し
た
「
こ
ど
も
図

書
館
i
え
ほ
ん
の
森
S
」
の
入
館
者
が
9

月
別
日
(
金
)
に
一
万
人
を
超
え
、
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
万
人
目
に
な
っ
た
の
は
、
満
園
紀
子

満
園
紀
子
さ
ん
(
後
列
左
)
、
春
輝
ち
ゃ
ん
・
美
咲
ち
ゃ
ん

(
前
列
右
か
ら
2
人
目
・

3
人
目
)

(フッタスタート事業 t

ブックスター卜での読み聞かせの様子

ブ
レ
ぜ
ン
卜
の
内
容

まちのニュース

さつま町暴力団排除条例を
制定

税の申告受付会場が変わります

ためになる「お口のお話」

くらしの情報

保健師だより
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さ
ん
、
春
輝
ち
ゃ
ん

(
4
歳
)
、
美
咲
ち

ゃ
ん

(
2
歳
)
親
子
で
、
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
お
祝
い
の
く
す
玉
を
割
り
、
図
書
券

と
特
産
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

満
園
さ
ん
は
「
小
さ
い
子
ど
も
づ
れ
で

も
気
が
ね
な
く
利
用
で
き
、
読
み
聞
か
せ

会
な
ど
に
、
よ
く
連
れ
て
き
ま
す
。
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

読
み
聞
か
せ
会
(
お
話
の
部
屋
)
は
、

毎
月
、
第
1

・
3
土
曜
日
の
午
前
日
時
初

分
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
交
流

と
し
て
親
子
や
友
だ
ち
家
族
と
一
緒
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!

-
乳
幼
児
の
子
育
て

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す

こ
ど
も
図
書
館
で
は
、
読
書
活
動
だ
け

で
な
く
、
定
期
的
に
乳
幼
児
の
身
体
測
定

や
育
児
相
談
な
ど
の
子
育
て
支
援
も
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
図
書
館
と
一
緒
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

-
相
談
日
H
毎
月
、
第
2
・
3

・

4
金
曜
日
(
午
前
9
時
幼
分
か
ら

午
前
日
時
ま
で
)

-フッタスタートを宇ツカケに読書に親しむ人が僧加!
図書室を利用している人に、 「いつから利用しているか?J

という問いでは、 42%の人がブックスタートがきっかけと回答しています。

グラフにあるように多くの家庭で読み聞かせが広がってきているようです。

*赤ちゃんにとっては、抱っこしてもらって、絵本を見ながらお父さんやお母さん、家族のみんなに話しかけても

らうことは大変うれしいことです。テレビやビデオは一方通行の世界です。赤ちゃんの心を育てるには、呼びかけ

や語りかけ、笑いかけに応えてくれる、 「ひと」が必要です。小さい頃のふれあいのあり方が、その後の成長に大

きく影響すると言われるところです。

忙しい日々の中ではありますが、少しでも多く、子どもとふれあう時聞をつくってみまぜんか!

~幼少の頃か§読書に親しみ、親子のふれあいを~
フ.ツクスタートは、赤ちゃんと保護者に絵本を聞く楽しい体験といっしょに絵

本を手渡し、心ふれあうひとときを持っきっかけをつくる活動ですロ

平成4年に英国で始まり、日本では平成 13年に開始されました。さつま町で

は町長のマ二フェス卜に基づいて平成21年6月に宮之城保健センターで実施さ

れた4か月児健診(対象者:平成21年1月以降誕生)から実施し、絵本4冊の

中から2冊を選んでいただき、うち 1冊の読みきかせを行い、絵本2冊のほかに

よだれかけ、図書力一ド(貸出用)、コットン・パックをプレゼン卜しています。

これまでに、 417名{平成22年度 133名、平成23年度184名、平成

24年度 100名 (10月健診迄)}の赤ちゃんにプレぜン卜しています。

ブックスター卜事業対象者の 1歳7rv8か月児健診を利用して

アンケ-卜調査を行いましたので、結果をお知らせいたします。

(対象者 :218名、回答者 :165名、回収率:75.7%) 

まちの歴史探訪21 

がんばれスポーツ少年団22 
Q1でしていると答えた方は、子どもがいくつ
ぐらいからしていますか?

Q2  子どもと絵本を見たり読み聞かせをすること
がありますか?

Q1 
誕生・おくやみ
1歳で~す

人・夢
休日在宅医・薬局

23 

24 
図書館スタッフに質問しました日

目
Q:こども図書館ってどんな所ですか?
A:親子でゆったり気がねなく寝転んで本を読める空間です。赤ちゃんからご年

配の方まで利用できるように、たくさん本を取り揃えています。

4人
2.4% 

仁二コしている

仁二コしていない

仁二コ無回答

8人
4.9% 

-表紙の写真説明

柊野ひがん花まつり
-早い時期からの読み聞かせが浸透しているようです。

Q4 Q1でしていると答えた方は、誰が読んであげ
ていますか? (複数回答:308) 

-ほとんどの家庭で、読み聞かせが行われています。

Q3 Q1でしていると答えた方は、どのくらいの
頻度でしていますか?

2人
1.3% 

9月23日、第 14回柊野ひが

ん花まつりが開催されました。

今年は残暑が厳しく、当日は3

rv4分咲きでしたが、約2000

人が訪れそれぞれのペースでひが

ん花敵策を楽しみました。

広報さつま..  

Q:子どもが本に興昧をもちません。
A:本を読まないお子さんも増えています。まずは 1度来てみてください。こど

も図書館にはおもちゃもありますので、まずは遊んで雰囲気に慣れてから本に

ふれてみたらいかがでしょうか?

私たちスタッフもお手伝いいたします。

Q:インターネットも利用で
きるんですか?

A : 1回30分以内で利用できます。ただし、

印刷やメール等はできま甘ん。詳しくは

スタッフにお尋ねください。

仁二二コ母親

仁二二コ父親

仁二二コ祖父母
仁二二コ赤ちゃんの兄弟姉妹

仁二コその他

仁二二コ無回答

-父親の読み聞かせも、 25%近くあります。

Q5で図書室を利用していると答えた方は
いつぐらいからですか?

E
E
E
 

-半数近くがほぼ毎日読み聞かせをしています。

.臨覇圏
四位さん・門田さん・山下さん(左から)

最後に
図書館に来ることで、お母さん同士や子

ども同士の交流にもつながると思います。

ぜひ、一度お越しください。

口
二
口

-ブックスタートがきっかけになった方も、多いようです

Q6  定期的に図書室を利用していますか?

4人
2.4% 

亡二コはい

仁二コいいえ

仁二二コ無回答

-利用しやすい環境づくりの必要があります。

-彊広報さつま

Q5  
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予算総額 137億7.289万3干円|上半期の一般会計予算執行状況 l
上半期 (9月末)の一般会計予算執行状況は収入額が72億1.963万円(収入率52.4%)、支出額が52

億9，708万 3千円(支出率38.5%) となっています。

収入については、国からの地方交付税等が上半期に多くなる反面、国・県支出金や地方債(借入金)

については、建設工事をはじめとする補助事業等の完了時期が年度末になることから下半期に多くなり

ます。

支出についても同様で、災害復旧事業や災害関連経費を含めた補助事業等の完了時期の関係により、

下半期に多くなります。

議会費 園」B11.5753，4548 

総務費
E1，008，510 

2，671，006 

民生費 1，540，258 
3，583 520 

衛生費 一一~871 ， 776

農林水産業費

」11，3626凪0!731 国1

991，344 -支出
商工費 R 1 

支出済額

土木費
一雪一」需37品3，6133 

1，222，319 52億9)08万3千円

消防費 ，636 支出率 38.5% 

教育費 一一一~I ， 084， 096
- 予算額

災害復旧費 ・613，，33999 5 

E二コ支出済額

公債費
1955，497 

2，471，542 

予備費 j' 
。。。

単位:千円単位:千円

町税 同-・『・・1，881，941l 1，374，214 

地方交付税 1.・E・-・E・- 4，504，907 

-収入
収入済額

72億 1，963万円

収入率 52.4% 

- 予算額

E二コ収入済額

分担金・負担金 剛176，683
77，631 

使用料・手数料 l'n1J~!.65
98，031 

国庫支出金

その他

平
成
制
年
度

水
道
事
業
の
よ
半
期
執
行
状
況

平
成
但
年
度
上
半
期
の
水
道
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

上水道事業 簡易水道事業
項目

24年度予定 24年 9月末 24年度予定 24年 9月末

給水件数 4.667件 4.669件 5.605件 5.671件

総給水量 1 .066. 764rrf 543. 652rrf 1 .238. 550rrf 655.708nY 

1日平均給水量 2，922m3 2，987m3 3，393rrf 3，602nY 

-平成24年度上半期業務量(平成24年9月30日現在)

(単位:千円)

科目
上水道事業 簡易水道事業

予算額 執行額 執行率 予算額 執行額 執行率

収益的収入 147.886 74.976 50.7% 241，085 110.405 45.8% 

収益的支出 137.845 62.174 45.1% 235.426 99.170 42.1% 

資本的収入 13.505 。0.0% 80，649 50.149 62.2% 

資本的支出 80，943 17，097 21.1% 218，012 74，698 34.3% 

.平成24年 度上半期執行状況(平成24年9月30日現在)

0庁舎建設等事業費(役場庁舎建設及び関連工事)...........・H ・...・H ・..6億9，000万円

O財産管理事務費(旧宮之城中学校校舎等解体士事)……....・H ・-…・ 1億3，800万円

O介護保険対東事務費(グループホーム等整備補助等)..・H ・.....・H ・"'5，909万5千円
O道路維持費(舗装補修、側溝補修、重機借上料等)….....・H ・....・H ・...・H ・5，510万円

O災害復旧事業費(道路橋りょう河川、農地農業用施設等)..・H ・......4，474万9千円

O農業体質強化基盤整備促進事業ほか(農道整備等)……・H ・H ・-…，3，960万8千円

O無線システム昔及支援事業費(地上デジタルテレビ放送受信施設整備補助)
H ・H ・.....・H ・2，392万2千円

。県単急傾斜地崩壊対策事業費(急傾斜地崩壊対策士事)..・H ・...........・"'1，900万円

O選挙事務費(衆議院議員補欠選挙事務費)....・H ・-……....・H ・...・H ・"1，327万6千円

O雪之域屋内温泉ブル等管理費(駐車場造成士事)………....・H ・， 1，1 1 3万6千円

E~盟主陸童画且且

捕E予算額

刊億8司689万3千円
主な事業の補正予算額は右のとおりです。

且且量邑組出昌三亙起i掴脳止且
特 別 会 計 予算 収入済額 収入率 支出済額 支出率

国民健康保険事業特別会計 33億7，011万9千円 14億1，643万2千円 42児 14億9，625万3干円 44覧

後期局齢者医療特別会計 3億1，499万1千円 8，045万5千円 26児 7，245万1千円 23覧

介護保険事業特別会計 30億2，670万1千円 14億142万1千円 46児 11億7，453万1千円 39覧

介護サービス事業特別会計 2，389万2千円 810万1干円 34児 1，043万8千円 44覧

農業集落排水事業特別会計 4，300万3千円 3，207万9千円 75児 1，858万6千円 43覧

1 0月 10目、回長室において、 3経営体が認定農業者に認定され、

農業経宮改善計画認定書の交付式が行われまじた。

(
平
成
剖
年
叩
月
叩
日
認
定
)

E E璽韮翠91007"
基金名 金 額 基金名 金 額

財政調整基金 32億3，387万6千円 まちづくり振興基金 2億円

減債基金 2億212万6干円 地域公共父通対策維持確保基金 3，000万円

住宅新築資金等貸付町債償還基金 53万8千円 公共施設整備基金 1億円

退職手当組合調整特別負担金基金 1億9，858万8千円 土地開発基金 1億2，855万6千円

町営住宅建設等基金 8，131万4千円 肉用牛特別導入事業基金 1，809万7千円

役場庁舎建設基金 12億九288万3干円 奨学資金貸付基金 4，206万5千円

一般廃棄物処理施設等維持補修基金 7万7千円 国民健康保険基金 3{:意908万2千円

電源立地地域対策父付金事業基金 6，354万3千円 国民健康保険晶額療養資金貸付基金 1，000万円

ふるさとさつま応援基金 195万5千円 介護保険給付費準備基金 1，530万7千円

災害復興基金 7，040万円 農業集落排水事業施設等維持補修基金 1，381万8千円

子ども健やか育成基金 9，019万2千円 合計 60億2，241万7千円

認定農業者とは、意欲ある農業者が「私はこの町

でこういう農業がやりたしりという考えと、経営を

計画的に改善するために作成した「農業経営改善計

画」を示し、町がその考え方・意欲を認め、地域全

体で経営目標の実現を図るための環境づくりを進め

ることを目的とレた制度で、す。

本町の認定農業者数は10月10日現在で個人経営体

193、組織経営体33、合計226経営体です。

認定農業者に対レては、関係機関が各種支援策を

集中的・重点的に実施します。

広報さつま..  

利浩 (41歳)

虎居

飼育管理を徹底して

目標達成に向けて頑

張りたい。

ブロイラー

小嶋義弘 (30歳)

時吉

安定した経営を目指す。

トマト

上市
農事法人組合ひとつき
代表理事今村満義 (61歳)

-ヨE広報さつま

虎居

水稲+露地野菜

地域農業の維持・発展の為に

貢献したいロ

氏名(敬称略)

居住地区

意気込み

経営作目



まちの園芸作物紹介⑬発達障害つてなんだろう?療育って知っていますか?

ト
マ
ト

-
さ
つ
ま
町
は
県
内
一
の
生
産
量

ト
マ
卜
は
、
ア
ン
デ
ス
原
産
の
ナ
ス
科
ナ
ス

属
の
植
物
で
、
江
戸
時
代
に
長
崎
に
伝
わ
っ
た

の
が
最
初
と
さ
れ
、
果
実
の
大
き
さ
に
よ
り
、

大
玉
ト
マ
ト
、
中
玉
(
ミ
一
ア
ィ
)
ト
マ
ト
、
ミ

一
一
ト
マ
卜
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

世
界
の
中
で
一
番
生
産
額
が
多
い
野
菜
と
し

て
知
ら
れ
、
用
途
と
し
て
は
サ
ラ
ダ
、
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ミ
|
卜

ソ
ー
ス
、
ビ
ュ
ー
レ
等
様
々
な
利
用
方
法
が
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
一
番
生
産
量
が
多
い
県
は
、
お
隣
の

熊
本
県
で
、
鹿
児
島
県
内
で
一
番
生
産
量
が
多

い
の
が
、
わ
が
さ
つ
ま
町
で
す
。

。
栽
培
状
況
及
び
出
荷
先
等

本
町
で
は
、
印
数
名
の
農
家
が
養
液
栽
培
・

土
耕
栽
培
の
方
式
に
よ
り
、
約
6
M
で
、
「
感

激

η
」
、
「
震
容
」
、
「
り
ん
か
4
0
9
」、

「
エ
ー
ゲ
ア
ン
」
、
「
大
安
吉
日
」
、
「
桃
太

郎
は
る
か
」
、
「
華
小
町
」
等
様
々
な
品
種
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

主
な
出
荷
先
は
、
鹿
児
島
、
京
都
、
大
阪
、

福
岡
、
さ
つ
ま
町
等
の
各
市
場
の
ほ
か
、
県
内

の
直
売
所
等
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
食
の
安
心
・
安
全
の
取
組
み
と
し
て
、

北
さ
つ
ま
農
協
ト
マ
ト
部
会
で
は
、
平
成
日
年

度
に
「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
制
度
」

の
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
ト

マ
ト
の
生
産
に
努
め
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
と
い
う
言
葉
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
正
し
く
認
識
し
て
い
る

方
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
障
害
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
て

い
る
た
め
、
知
的
な
遅
れ
な
ど
が
あ

る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
そ
れ
は
正

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

発
達
障
害
と
知
的
障
害
は
全
く
別

の
も
の
で
あ
り
、
知
能
指
数

(
I

Q
)
が
高
い
発
達
障
害
者
も
い
ま
す
。

一
説
に
は
、
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
も

発
達
障
害
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。発

達
障
害
は
、
広
汎
性
発
達
障
害

(
自
閉
症
な
ど
)
、
学
習
障
害
、
注

意
欠
陥
多
動
性
障
害
な
ど
、
脳
機
能

の
発
達
に
関
係
す
る
生
ま
れ
つ
き
の

障
害
で
す
。

発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
は
、
他

人
と
の
関
係
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
と
て
も
苦
手
で
す

が
、
優
れ
た
能
力
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
場
合
も
あ
り
、
周
り
か
ら
見
て
ア

ン
バ
ラ
ン
ス
な
様
子
が
理
解
さ
れ
に

く
い
も
の
で
す
。

親
の
し
つ
け
や
教
育
の
問
題
で
は

。
ト
マ
ト
の
効
能

昔
か
ら
「
ト
マ
ト
が
赤
く
な
れ
ば
医
者
が
青

く
な
る
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
る
ほ
ど
、
機

能
性
食
品
※
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

本
年
2
月
に
は
、
京
都
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ

が
、
脂
肪
肝
や
脂
質
異
常
症
等
の
指
質
代
謝
異

常
の
改
善
に
有
効
な
成
分
を
発
見
し
、
マ
ウ
ス

実
験
で
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
は
、
消
費

量
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

。
煮
物
に
も
で
き
ま
す

最
近
は
、
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
や
塩
ト
マ
ト
等
、

糖
度
が
特
に
高
い
も
の
も
生
産
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
果
物
感
覚
で
食
べ
ら
れ
た
り
、
冬
場
の

ト
マ
ト
鍋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
、
煮
物
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
、
け
月
に
入
る
と
庖
頭
に
並
び
ま

す
の
で
、
機
能
性
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
地

元
産
の
卜
マ
卜
を
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
体
調
を
整
え
る
効
果
を
も
っ
と
さ
れ
る
食
品

-
お
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
産
園
芸
係

電
話
(
日
)
1
1
1
1
(内
線
2
4
2
4
)

な
く
、
脳
機
能
の
発
達
の
か
た
よ
り

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け

早
期
に
適
切
な
療
育
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
に
適
応
す
る
能
力

を
身
に
つ
け
、
得
意
と
す
る
能
力
を

さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

-対人関係や社会性の適応能力が不足

注意欠陥多動性障害 (AD/HD)

0不注意(集中できない)
0多動・多弁(じっとしていられない)
O衝動的に行動す否(考えるよりも先に
行動する)

or読む」、 「書く」、 「計算する」等

の能力が、全体的な知的発達に比べて
極端に苦手

学習障害 (LD) 

発達障害
の特性

広汎'性

発達障害

自

アスペルガー症候群

期日:10月11日(木)----12日(金)(消費税抜き、売却分)(単位:頭・円・ kg)10月子牛せり市結果

前回比(対9月分)

めす

7.614円高値

2.061円高値

本町では、 『霊峰「紫尾山」に抱かれたさつま町の森林づくりによる工コブロジ工クト』として、町有林の間伐

を行い、 325t分の二酸化炭素吸収量の認証を受け、次の企業にその一部を購入して頂きました。

4.532円安値

平均体重

277 

299 

289 

平均価格

428.567 

最高価格

949.000 

436.221 

432.778 

日研高圧平和キドウ株式会社

この販売代金につきましては、今後、町有林の森林整備や物産館等の外灯のLED化など地
球温暖化対策に活用します。

なあ)， Iかごしま工コファンド制度」は事業者等が自ら削減できない二酸化炭素排出量分を、
閣伐等の森林整備による削減活動に投資することによりその埋め合わせをする仕組みです。
※ 詳しくは、かごしま工ゴファンドのホームページ、(http://kagoshima-ecofund.jp)か、

耕地林業課林務係までお問い合わせください。
お問い合わせ先

広報さつまm.

総売上高

128.570.000 

754.000 

949.000 

(内線2432)
耕地林業課林務係
電話 53-1111

フォレステック株式会社

発
達
障
害
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、

そ
の
種
類
や
程
度
、
年
齢
や
性
格
な

ど
に
よ
っ
て
も
違
う
た
め
、
一
人
一

人
の
特
徴
に
応
じ
て
配
慮
し
た
り
、

支
援
し
た
り
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。そ

の
支
援
方
法
に
つ
い
て
い
く
つ

か
例
を
挙
げ
る
と
、
で
き
た
こ
と
を

褒
め
、
で
き
な
い
こ
と
を
叱
ら
な
い
、

視
覚
的
な
情
報
を
提
示
し
て
説
明
す

る
、
善
悪
や
ル

l
ル
を
具
体
的
に
教

え
る
、
な
ど
で
す
。
周
囲
の
人
が
発

達
障
害
の
知
識
を
正
し
く
持
ち
、
温

か
く
見
守
る
こ
と
で
、
本
人
も
家
族

も
随
分
楽
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

160.093.000 

288.663.000 

0自閉症
・言葉の発達の遅れ ・コミュニケ-ションが苦手
・パターン化した行動、こだわり

Oアスペルガー症候群
・基本的に言葉の発達の遅れはない ・コミュニケーションが苦手 ・対人関係や社会性の適応能力が不足
・パターン化し疋行動、興昧や関心にかたよりがある ・不器用(言語発達に比べて)

頭数

300 

367 

667 

さ
つ
ま
町
で
は
、
早
期
発
見
・
早

期
療
育
を
目
指
し
、
乳
幼
児
健
診
に

お
い
て
、
発
達
に
苦
手
な
部
分
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
適
切
な
療

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
月
一
回
開
催
さ
れ

る
親
子
教
室
「
遊
び
の
広
場
」
ヘ
招

待
し
、
療
育
の
必
要
性
や
子
ど
も
へ

の
関
わ
り
方
を
ご
家
族
の
方
に
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
町
内
の
療
育
施
設

「
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
ク
オ
ラ
バ
ン

ビ
I
ノ
」
な
ど
で
療
育
を
受
け
る
こ

と
を
勧
め
た
り
、
そ
の
他
ご
家
族
の

様
々
な
育
児
相
談
な
ど
を
受
け
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

性別

去勢

合計
一
言
で
言
え
ば
丁
寧

療
育
と
は
、

な
保
育
で
す
。

集
団
生
活
で
の
困
難
さ
や
、
苦
手

な
部
分
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
に
、
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
に
近
い
形
で
そ
の
子
の

特
性
に
応
じ
た
専
門
的
な
療
育
を
行

い
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
療
育
を

受
け
る
こ
と
で
、
そ
の
子
の
苦
手
な

部
分
の
発
達
が
、
よ
り
一
層
促
進
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
さ
つ
ま
町
役
場
電
話
(
日
)
1
1
1
1

福
祉
課
福
祉
障
害
係
(
内
線
2
1
3
5
)

健
康
増
進
課

乳幼児健診の様子

健
康
増
進
係
(
内
線
2
1
4
3
)

~広報さつま



川内川激特・鶴田ダム再開 報 l 
元気で快適抱人々が織りtJ.吉のニュース

さつま町内の「川内川激甚災害対策特別緊急事業」と「鶴田タム再開発事業」の
工事施工箇所(平成24年10月9日現在〉

【県北陣地域振興局関連工事】
《激特事業関連工事》

①山崎地区
・築堤護岸工事(1件)
・山崎橋工事 (2件:取付道路、舗装)

②虎居、宮之城屋地地区
-宮都大橋工事

(5件:取付道路、高欄、照明、舗装、親柱)
・宮之城橋工事 (3件:上部工、国道嵩上げ、護岸)

【固土交通省関連工事】
《鶴田ダム再開発事業関連工事〉

①神子地区
-施設改造工事
・上流仮締切工事
-制水ゲート工事 (2件)

…
重
固
自
作
視
聴
貫
教
材

…
コ
ン
ク
ー
ル
優
芳
賀
要
貫

よ
み
が
え
奇
貴
重
ロ
マ
ン
…

全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク

ー
ル
社
会
教
育
部
門
に
お
い
て
、

山
崎
の
野
崎
正
寛
氏
が
制
作
し
た

「
よ
み
が
え
る
黄
金
ロ
マ
ン
」
が
、

全
国
か
ら
応
募
さ
れ
た
作
品
の
中

か
ら
優
秀
賞
に
輝
き
、

9
月
お
日
、

日
高
町
長
か
ら
賞
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
永
野
金
山
3
0
0

年
の
歴
史
と
金
山
の
史
跡
・
遺
構

を
巡
る
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
大
会
を
機

に
「
近
代
化
産
業
遺
産
群
の
町
」

と
し
て
の
地
域
住
民
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
視
聴
覚
教

材
が
町
内
で
数
多
く
作
ら
れ
、
さ

つ
ま
町
の
郷
土
教
育
活
動
の
中
で
、

お
お
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

~宮之城橋・富都大橋・山崎橋~

t宮之城橋 】
国道328号の宮之城橋は、平成23年11月末より橋の延

伸工事のため、交通規制が行われていましたが、 10月18

日に舗装が施工完アレ交通規制が解除され、 23日には工

事発注者の北薩地域振興局、地元公民会長、施工業者の

参加による橋の安全祈願が行われ完成しました。

なお、宮之城橋付近の護岸工事は平成25年2月の完成

予定です。

《舎月の現場写真》
…
生
き
物
を
大
切
に

動
物
雲
霞
教
室
…

叩
月
5
日
、
盈
進
小
学
校
体
育

館
で
動
物
愛
護
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
動
物
愛
護
啓
発
事
業

の
一
環
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
動

物
に
対
す
る
正
し
い
知
識
と
思
い

や
り
の
気
持
ち
を
育
み
、
生
命
尊

重
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
県
が
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
川
薩
保
健
所
の
職
員

よ
り
、
犬
の
生
態
や
接
し
方
及
び

犬
と
友
達
に
な
る
あ
い
さ
つ
の
方

法
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
犬
に
直
接
触

れ
た
り
エ
サ
や
り
を
し
た
り
心
臓

の
音
を
聴
診
器
で
聞
い
た
り
と
大

は
し
ゃ
ぎ
で
し
た
。
犬
に
触
れ
る

の
が
苦
手
な
子
ど
も
も
い
ま
し
た

が
、
最
後
に
は
好
き
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

左から東教育長、野崎さん、日高町長

【 宮都大橋 〕
国道267号の宮都大橋は、平成22年1月より迂回路の仮

橋を供用開始レ、旧橋を取壊レ、新レい橋を建設中です。

現在、高欄・照明の設置、取付道路等の工事が行われ

ており、 11月27日に開通式が行われます。

なお、開通後も新橋と仮橋を安互に通行しながら、取

付道路の工事が行われますので、通行され否際はご注意

ください。

今後は、仮橋の撤去及び護岸工事が行われます。

ア
ナ
ヲ
ン
ス
マ
ナ
l載
量

9
月
幻
日
、
柊
野
小
学
校
図
書

室
で
、
紫
尾
小
学
校
と
合
同
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
・
マ
ナ

I
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
師
に
フ
リ

I
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
中
村
朋
美
さ
ん
を
迎
え
、
児
童

は
発
声
練
習
や
人
前
で
の
発
表
の

仕
方
な
ど
を
楽
し
く
勉
強
し
ま
し

た

。

び

だ

く

お

ん

子
ど
も
た
ち
は
鼻
濁
音
を
使
っ

た
優
し
い
話
し
方
の
練
習
や
、

「
最
近
食
べ
た
お
い
し
い
も
の
」

と
い
う
お
題
で
、
聞
き
手
が
食
べ

た
く
な
る
よ
う
な
発
表
に
挑
戦
し
、

一
人
一
人
丁
寧
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
質
問
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
仕
方

や
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
を
や
っ
て
い

て
よ
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
尋
ね
、

子
ど
も
た
ち
は
講
師
の
話
を
真
剣

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

イヌの心臓昔を確認中

邸与も唱臨悶

↓ 

〔 山崎橋 ) 
子ども達の創作活動のようす

…
永
遠
に
広
が
否
宇
宙
を

の
ぞ
い
て
み
よ
う
1

親
子
星
室
会
探
棋
隊
…

9
月

m目
、
さ
つ
ま
町
子
ど
も

会
親
子
星
空
探
検
隊
が
、
薩
摩
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
親
子
星
空
探
検
隊
は
、
親

子
で
星
空
を
観
測
し
て
も
ら
い
、

宇
宙
へ
の
夢
を
育
て
る
と
共
に
、

親
子
の
紳
を
深
め
て
も
ら
お
う
と

計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
子

ど
も
や
保
護
者
な
ど

η
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
残
念
な
が
ら
天
候
不

良
の
た
め
望
遠
鏡
で
の
天
体
観
測

は
出
来
ず
、
室
内
で
金
星
や
月
の

話
や
、
創
作
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
参
加
者
は
、

宇
宙
や
天
文
現
象
に
つ
い
て
の
映

像
や
写
真
を
見
な
が
ら
知
識
を
深

め
、
親
子
で
創
作
活
動
を
行
い
な

が
ら
粋
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

はっきりと口を聞いて発声練習

県道薩摩山崎停車場線の山崎橋は、平成22年5月より

橋梁工事に着手レ、現在橋両岸の取付道路の工事が行わ

れており、 11月15日に開通式が行われます。

なお、開通後も旧橋との道路切替の工事が行われます

ので、通行され否際は、ご注意ください。

今後、旧橋の撤去及び護岸工事が来年の出水期前完成

に向けて行われます。

広報さつま..  

-鹿児島県北薩地域振興局 建設部
土木建築課道路建設第2係

T E L (0996) 25-5289 

TEL(0996) 22-3271 
(開発工務課)
(工務課)

-お問い合わせ先・
.国土交通省川内川河川事務所
鶴田ダム再開発事業に関すること
激特事業に関すること

…
求
省
大
運
動
書

鷹
踊
り
を
鵬
彊
…

9
月

ω日
、
求
名
小
学
校
で
大

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
、
求
名
小

学
校
4
・
5
・
6
年
生
が
地
域
の

伝
統
芸
能
で
あ
る
鷹
踊
り
を
披
露

し
、
多
く
の
見
物
客
が
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
さ
つ
ま
る
ち
ゃ

ん
も
登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
の
様
子
で
し
た
。

4・5・6年生による鷹踊りさつまるちゃんも登場

~広報さつま



のニユース活力あるま吉元気で快適砲人々が織り抱吉

る う 真 兼 いど 1地 等 りは害水 し城ふ
こな剣ねま楽汗 O 区も参大宮者地こた総れ 9
と表にてたしを 0の含加会之の区の。合あ月
が情競い、ん流 m 障め人の城スで大 運い 27
でで技る県でし走害約数運ふポ交会 動ス日
き無しこ大いなや者 6は 営 く I互は 公ポ
ま事、と会まがパが O 、等しツに、 園 l第
しにとかのしらン一 0各を園大開川 でツ 21
た大てら選た元食堂人施行が会催薩 聞大回
。 会 も 、 手 。 気 い に で 設 い 担 でさ地 催 会 北
を満選選 い競会、のま当、れ区 さが薩
終 足 手 考 つ争し北引しと今ると れ 宮 地
えそ は も ばな、薩率たな年障出 ま之区

い
き

ス喧
元 jポ雪
気 ~ Iシ
ぃ:ツル
つj士ハ
l' ~盃 l
い:一

北
瞳
旭
区

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
犬
舎パン重い競走のようす

9
月
初
日
、
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
主
催
に
よ
る
「
第
7
固
い

き
い
き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
が
宮
之
城
総
合
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
げ
チ

l
ム
の
約
4
0
0
人

が
参
加
し
、
輪
投
げ
や
お
手
玉
入

れ
な
ど
8
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会
場
は
終
始
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
、
高
齢
者
と
は

思
え
な
い
元
気
な
動
き
に
、
応
援

の
方
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
優
勝
は
湯
田
、
準
優
勝

は
船
木
旭
、

3
位
は
船
木
東
チ
ー

ム
で
し
た
。

こ
の
3
チ

I
ム
は
、
日
月
に
本

町
で
行
わ
れ
る
川
薩
地
区
い
き
い

き
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

仲よく手をつないでスタート

…
芋
核
応
援
団
を
蔵
置

地
場
で
子
ど
も
を

支
援
し
ま
す

9
月
お
日
、
学
校
応
援
団
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
説
明
会
が
あ
り
、
登

録
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
応
援
団
は
、
地
域
の
方
々

が
学
校
の
教
育
活
動
や
安
全
指
導
、

環
境
整
備
な
ど
を
支
援
し
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
、
日
月
か
ら

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
で
き
る
人
が
、
で
き
る
時
に
、

で
き
る
こ
と
を
」
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
基
本
で
、
子
ど
も
た
ち
の

「
笑
顔
・
あ
り
が
と
う
」
と
「
元

気
」
を
も
ら
え
る
活
動
で
す
。
登

録
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
:
社
会
教
育
課

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
証
を
交
付

-
走
り
幅
跳
び

5
年

女

子

福

元

5
年

男

子

山

下

6
年

女

子

飛

松

6
年

男

子

橋

元

第

8
固
さ
つ
ま
田
小
学
校
陸
上
記
録
会

叩
月
ロ
目
、
宮
之
城
総
合
運
動
公
園
で
第
8
固
さ
つ
ま
町
小
学
校
陸
上

記
録
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

M
小
学
校
の

5
・
6
年
生
が
出
場
レ
ま
レ
た
。

選
手
た
ち
は
、
友
達
や
保
護
者
の
声
援
を
受
け
て
、
精
い
っ
ぱ
い
競
技

レ
4
種
目
で
大
会
新
記
録
が
樹
立
さ
れ
ま
レ
た
。

各
種
目
の

1
位
と
大
会
新
記
録
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
4
0
0
m
リ
レ
ー

5
年
女
子
相
原
小

1
分

ω秒
8

(
中
村
優
花
綾
園
白
衣

山
崎
小

1
分
位
秒
7

(
中
島
太
陽
祝
迫
駿
輔
福
原
泰
成
池
田
龍
星
)

盈
進
小
A

1

分

ω秒
2

※
大
会
新
記
録

(
西
困
こ
こ
ろ
永
田
敦
美
黒
岩
祐
花
原
彩
海
)

鶴
田
小

1
分
旧
秒
4

(
橋
元
吾
空
大
村
隆
貴

-v印

m
ハ
ー
ド
ル
走

6
年

女

子

飛

松

は

づ

き

6
年

男

子

福

田

晃

久

-
1
0
0
m走

5
年

女

子

指

宿

5
年

男

子

池

田

6
年

女

子

大

園

6
年

男

子

橋

元

吾華龍玲
空梨星那

-
8
0
0
m走

5
年

女

子

指

宿

玲

那

5
年

男

子

中

島

太

陽

6
年

女

子

山

口

若

葉

6
年

男

子

上

川

畑

海

5
年
男
子

6
年
女
子

6
年
男
子

(
敬
称
略
)

(
永
野
小
)

(
佐
志
小
)
10 10 
秒 秒
5 9 

(
柏
原
小
)

(
山
崎
小
)

(
鶴
田
小
)

(
鶴
田
小
)

日
秒
2

日
秒
2

日
秒
2

M
秒
3

(
柏
原
小
)

(
山
崎
小
)

(
山
崎
小
)

(
相
原
小
)

2
分
別
秒
5

2
分
認
秒
0

2
分
組
秒
3

2
分
必
秒
6

※
大
会
新
記
録

※
大
会
新
記
録

福
元
真
奈

指
宿
玲
那
)

木
場
大
河

高
橋
速
人
)

-
走
り
高
跳
び

5
年

女

子

中

村

5
年

男

子

松

下

6
年

女

子

山

口

6
年

男

子

粛

藤

…
町
民
体
力
テ
ス
ト
を
闘
催

体
力
年
齢
に
一
喜
一
憂

日
月
8
日
の
体
育
の
日
に
、
さ

つ
ま
町
民
体
力
テ
ス
ト
が
、
町
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
の
主
催

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
臼
名
が
参
加
し
、
自

分
の
運
動
能
力
や
体
力
年
齢
の
測

可v 
第8固

さつまフzスタのご案内

楽しいステージ、たくさんの「農林

産物Jや「特産品」等の展示即売、親

子で楽しめるゲーム、郷土芸能祭、

『さつま大鍋』の無料試食会など盛り

だくさんの内容で皆様をお待ちしてお

ります。

愛
叶

曇
門

は
づ
き

吾
空

(
白
男
川
小
)

(
佐
志
小
)

(
永
野
小
)

(
鶴
田
小
)

3
m
m
w
m
 

3
m
m山
田

3
m
m山
田

3
m
M
佃

将若未優
輝葉怜花

(
柏
原
小
)

(
盈
進
小
)

(
山
崎
小
)

(
佐
志
小
)

1
m
日
田

1
m
n
m
 

1
m
m
ω
佃

1
m
お
佃

元気いっぱいの選手宣誓男子走り高跳び

腕立て伏せ「もう限界""J

立ち幅とび 「勢いをつけてジャンブ」

広報さつまII!I

定
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
最
高
齢
は

侃
歳
の
参
加
者
で
、
血
圧
測
定
に

よ
る
体
調
チ
ェ
ッ
ク
の
後
、
皆
さ

ん
立
ち
幅
と
び
ゃ
5
分
間
走
な
ど
、

6
つ
の
種
目
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

「
実
際
の
年
齢
よ
り
も
若
い
」
、

「
年
齢
相
応
で
あ
る
」
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
判
定
結
果
に
一
喜
一
憂

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

運
動
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

1 1月18日(日)

午前9時~午後3時
0場所薩摩総合運動公園(求名)

O共催イベント
みやんじよ五ッ太鼓まつり

O主催さつまフ工スタ実行委員会
くお問い合わせ先〉

さつま町役場農政課農政係

TEL53-1 1 1 1 
(内線2422・2423)

A 

0日時

.... 

※
大
会
新
記
録

グ'¥r 、
女子60m/¥一ドル走

女子800m走

男子400ml)レー

‘E広報さつま

女子 100m走



のニユース活力あ否ま吉元気で快適芯人々が織り琢苦
安全で平穏な生活の確保のために・..

力団排除条例を制定さつま聞
一
日
警
察
署
長

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
初
日

の
9
月
幻
日
に
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

が
、
さ
つ
ま
警
察
署
の
一
日
警
察

署
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
は
一
日
警
察

署
長
と
し
て
佐
志
小
学
校
で
行
わ

れ
た
交
通
教
室
に
参
加
し
、
子
ど

も
た
ち
に
道
路
の
渡
り
方
な
ど
を

指
導
し
ま
し
た
。

ま
た
、
夕
方
に
は
、
北
薩
地
域

振
興
局
さ
つ
ま
庁
舎
前
の
交
差
点

に
お
い
て
、
さ
つ
ま
地
区
交
通
安

全
協
会
、
さ
つ
ま
地
区
交
通
安
全

運
転
管
理
協
議
会
、
町
交
通
安
全

母
の
会
な
ど
と
合
同
で
「
交
通
安

全
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
「
交
通
事
故
な

し
」
と
い
う
こ
と
で
、
梨
や
啓
発

チ
ラ
シ
を
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
配
布
し
、
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

全国的に社会全体で暴力団を排除しようとする機運が高まりを見せており、全国の市町

村で「暴力団排除条例」の制定が進められています。

県内でも全県的に進められておりますが、本町も町民の安全で平穏な生活を確保するた

め、 「さつま町暴力団排除条例」を制定しました。

この条例では、 「町の事務・事業からの暴力団の排除J r町民に対する支援J r青少年

に対する教育J r威力利用、利益供与の禁止」などを柱に暴力団排除に向けた取り組みを

規定しております。条例制定を機に、町民、事業者、関係機関の皆さまと一致協力して安

全・安心なまちづ‘くりの推進に努めてまいりますD

防
犯
車
を
寄
贈

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
さ
つ
ま

か
ら
、
認
証
却
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
さ
つ
ま
地
区
防
犯
協
会
に

防
犯
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
防

犯
車
の
寄
贈
に
よ
り
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
や
広
報
啓
発
に
積
極
的
に
活

用
し
て
、
町
民
の
安
全
の
確
保
へ

の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

交通ルールを守ることを約束しましたさつま町暴力団排除条例の概要
川市....._..1II___........ .._.......，寸-.-. 

青少年に対す否教育公の施設におけ否
暴力団排除

町の事務・事業
からの排除

聞の役割

「交通事故なし」を呼びかけました

…
自
転
車
ド
ラ
イ
ブ

…
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
l
報
室

宮
之
域
安
週
少
年
目
…

9
月
M
目
、
さ
つ
ま
警
察
署
で

疑
似
走
行
体
験
が
で
き
る
自
転
車

ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

l
教
室

が
行
わ
れ
、
宮
之
城
交
通
少
年
団

(
盈
進
小
の

5

・6
年
生
で
構
成

さ
れ
る
)
が
「
秋
の
交
通
安
全
県

民
運
動
」
の
一
環
で
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

自
転
車
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ

I
は
画
面
に
映
像
が
映
し
出
さ

れ
、
子
供
た
ち
は
そ
の
映
像
に
従

っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
切
っ
た
り
、
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
た
り
し
、
状
況
に

応
じ
て
周
囲
を
確
認
し
な
が
ら
、

自
転
車
の
安
全
運
転
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

宮
之
城
交
通
少
年
団
の
中
須
泰

、噌目、・
L

・
聖
団
長

(
6
年
)
は
「
通
学
路
や

生
活
道
な
ど
色
々
な
場
面
を
体
験

す
る
こ
と
が
出
来
、
左
右
や
後
方

の
確
認
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

(
※
自
転
車
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ

l
は
、
北
さ
つ
ま
農
業
協
同

組
合
が
さ
つ
ま
警
察
署
へ
交
通
安

全
啓
発
の
た
め
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
す
。
)

防犯車を寄贈された国際ソロブチミス卜さつまの皆さん

φ中学校や高等学校におい
て、生徒が暴力団に加入
レたり暴力団員による犯
罪の被害に遭わないよう
にするための教育が行わ
れるような適切な措置を
行います

φ青少年の育成に携わる者

に対して、青少年への教
育・助言が行え否ょう情
報の提供や支援を行いま
す

.暴力団活動を助長す否場
合における公共施設の利
用の不許可・取消レなど
の措置を講じます

@町が実施する公共工事の
発注・契約その他の町の
事務や事業から暴力団を
排除す否ために必要な措
置を講じます

φ暴力団排除活動を自主的
に取り組むことができ否
ょう情報の提供・助言そ
の他の必要な支援を行い
ます

φ暴力団排除の重要性につ
いて理解を深め否ために
必要な広報・啓発活動を
行います

…
嚢
通
安
重
運
動

利益供与の禁止威力利用の禁止
祭礼等からの
暴力団排除

町民の役割

5
0
0人
街
頭
立
晴

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
9

月
別
日
か
ら
初
日
ま
で
の
叩
日
間

行
わ
れ
、
本
町
で
も
様
々
な
交
通

安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
初
日
の
幻
日
に
は
、

5
0

0
人
街
頭
立
哨
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
交
通
安
全
推
進
機

関
だ
け
で
な
く
、
広
く
町
民
の
み

な
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ

れ
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
の
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん
も
参
加
し

て
通
学
途
中
の
児
童
生
徒
や
出
勤

途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
等
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

他
に
も
、
町
内
各
事
業
所
や
各

種
団
体
の
方
々
に
、
近
く
の
主
要

道
路
に
て
、
独
自
に
交
通
安
全
運

@金品その他の財産上の利
益や役務の供与を禁止し
ます

意5Z

@債権の回収や紛争の解決
等に闘し暴力団員を利用
す否乙とや、自己が暴力
団と関係があ否ごとを認
識させて相手方を威圧す
るごとなどを禁止します

φ祭礼、興業などの行事等
主催者の責務とレて、行
事に暴力団や暴力団員を
利用することや関与させ
てはいけません(暴力団
及び暴力団員等の排除の
ために必要な措置を講じ
るよう努めましょう)

.暴力団の排除のための活
動に自主的かつ相互に連
携して取り組むとともに、
町が実施す否暴力団排除
に関する施策に協力する
よう努めまレょう

@暴力団排除に有益と思わ
れる情報を町や関係機関
に提供するよう努めまし
ょう

動
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

自転車ドライブシミュレーターの実技中

広報さつまJg

宮之城鉄道記念館前の立日間の様子

さ
つ
ま
z
wち
ゃ
ん
寄
贈

宮
之
城
屋
地
地
区
の
前
原
と
し

子
さ
ん
よ
り
、
さ
つ
ま
る
ち
ゃ
ん

の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
が
町
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

役
場
本
庁
舎
の
総
合
案
内
横
に

展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

TEL0996-53-0110 
TEL099-255-0110 
T且099-224-8601
TEL0996-53-1111 

さつま警察署 生活安全刑事課

県警察本部組織犯罪対策課

県暴力追放運動推進センター

さつま町役場安全安心対策課

暴力団に関する相談先

情報提供及びお問い合わせ先

EI広報さつま



FAX (52) 3514 TEL (53) 1111 お問い合わせ:さつま町役場

鹿児島県の最悟賃金がlIaされました。

平成24年10月13日

効力発生日

654円

最僅賃金額

時間額(円)鹿児島県最僅賃金

(地域別最値賃金)

圃圃圃圃圃園町司圃. I 

・・・・・・・・V‘ 4・・

-，事 E・

一
一-， ‘ 2且_~ ・・

一・・，.ニ1・・
. 

教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係

内
線
2
5
1
6

【
制
度
の
趣
旨
と
目
的
】

指
定
さ
れ
た
極
小
規
模
校
で

学
ば
せ
た
い
と
希
望
す
る
保
護

者
・
児
童
に
一
定
の
条
件
の
も

と
特
別
に
入
学
(
転
学
)
を
認

め
る
制
度
で
す
。

【
特
認
校
へ
の
入
学
(
転
字
)
】

入
学
(
転
学
)
を
希
望
す
る

場
合
は
、
別
に
定
め
た
入
学
転

学
の
条
件
に
基
づ
き
町
教
育
委

員
会
が
可
否
の
判
断
を
行
い
ま

す。【
指
定
す
否
学
校
(
特
盟
校
)
】

O
白
男
川
小
学
校

さ
つ
ま
町
白
男
川
1
5
0
1
番
地
1

宮
(
臼

)
2
8
7
6

O
泊
野
小
学
校

さ
つ
ま
町
泊
野
4
5
1
番
地

宮
(
臼

)
2
0
0
3

0
柊
野
小
学
校

さ
つ
ま
町
柊
野
4
6
7
番
地

宮
(
印

)
8
2
0
3

【
特
認
校
へ
入
学
(
転
字
)
が

で
き
否
字
校
】

特
認
校
に
入
学
(
転
学
)
が

で
き
る
学
校
は
、
盈
進
小
学
校

か
ら
だ
け
で
す
。

【
通
学
上
の
条
件
】

町
通
学
費
補
助
の
適
用
が
あ

り
ま
す
。
(
一
部
、
保
護
者
負

担
あ
り
)

【
入
学
(
転
字
)
の
期
間
】

原
則
と
し
て
、

4
月
1
日
か

女鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。ただし、特定(産業別)最低

賃金の産業に該当する場合は、当該最低賃金も適用されます。

*最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどすべての労働者に適用され、使用者は労働者

に対して最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりません。

-お問い合わせ先

川内労働基準監督署 80996-22-3225 鹿児島労働基準監督署 80994-43-3385
鹿児島労働局賃金課宮099-223-8278 http://kagoshima-roudoukyokuJsite_mhlw.goJp/ 

【最僅賃金テレホンサービス宮099-223-8881】

使問看毛、情働者毛』『必ず乎%.''1'1最健賃金 1

ら
翌
年
3
月
別
日
ま
で
の
1
年

間
と
し
ま
す
。
引
き
続
き
通
学

を
希
望
す
る
場
合
は
、
翌
年
度

の
申
し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま

す。【
申
込
期
間
】

日
月
日
日
(
木
)
か
ら

ロ
月
比
日
(
金
)
ま
で

【
学
校
見
学
な
ど
】

特
認
校
の
見
学
・
参
観
・
体

験
入
学
が
で
き
ま
す
。
ご
希
望

の
方
は
、
当
該
学
校
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

具
体
的
な
手
続
き
や
内
容
に

つ
い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
総

務
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

-
u
w
 

な
お
、
教
育
委
員
会
で
は
、

学
校
適
正
化
計
画
(
案
)
を
策

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画

(
案
)
で
は
、
特
認
校
制
度
は

学
校
再
編
時
に
終
了
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

平
成
お
年
度
の
町
立
幼
稚
園

の
新
入
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

鶴
田
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

気
を
つ
け
よ
う
!

悪
質
商
法

町内では、悪質な訪問販売等の被害件数が増加レております。最近では、過去に被害に遭

った顧害の名簿を利用じて二次被害をもたらすケースも目立ってきまレた。悪質な訪問販売

等の被害に遭わないためにも、うまい話、レっこい話、契約を急ぐ話には乗らず、いらない

ものは「いらない」ときっぱり断る姿勢が大切です。

。購入(契約)じてレまった時は
.家族や知人に相談する

・消費生活センターに相談する

。悪質商法にだまされないために
・安易に家の中に業者を入れない

・その場で決して契約をしない

-家の修繕などの高額な契約は、複数

の業者から見積をとる

・業者の名刺は必ずもらい保管する

【
入
園
願
書
受
付
期
間
】

ロ
月
3
日
(
月
)
か
ら

ロ
月
口
日
(
月
)
ま
で

【
募
集
を
行
う
聞
立
幼
稚
園
】

O
鶴
田
幼
稚
園

さ
つ
ま
町
神
子
7
5
8
番
地

宮
(
日

)
9
9
5
0

【
入
国
対
象
者
】

満
4

・
5
歳
児

(
平
成
四
年
4
月
2
日
S

平
成
幻
年
4
月
1
日
生
の
幼
児
)

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

学
校
教
育
課
学
事
係
又
は

鶴
田
幼
稚
園@

」
J

l

.
8
9

日
1

・4

之
内
容

.
向
通
明

-

.f--:ー=・

.寸 1・三・
K¥_I." 
-園一・-・

-.  

文
化
課
文
化
係

内
線
2
5
5
1
・
2
5
5
2

文
化
財
の
保
存
及
び
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
こ
の
週
を
文

化
財
保
護
強
調
週
間
と
定
め
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

さ
つ
ま
町
で
も
、
町
民
の
み

な
さ
ん
に
文
化
財
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
期

間
を
含
め
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
町
の
歴
史
・
文

化
を
知
る
絶
好
の
機
会
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

-困った時は、相談しましょう!
鹿児島県消費生活センター TEL 099-224ー0999
さつま町役場 消費生活窓口 TEL 0 9 9 6 -5 3 -1 1 1 1 (商工観光課)

「眼奏楽の町』の宮之城中学続吹奏楽部
宮之城中学校吹奏楽部は、現在、 3年生 13名、 2年生 12名、 1年生 12名、計37名で活動しています。学校行事

やコンクールへの参加はもちろんのこと、百縁祭や各種夏祭り・文化祭・お月見コンサー卜・ JA祭り・みやんじよ吹奏
楽フェスタ・盈進小学校定期演奏会賛助出演等、地域との交流も積極的に行っています。
皆さんもご存じのように輝かしい歴史と伝統を誇り、昭和22年に盈進国民学校より引き継がれて誕生してから、創部

65年を迎えます。
資料によると、昭和31年の第1回大会から3年連続で全国大会にも出場、全国2位、 5位、 6位という輝かしい成績

を残しています。まさに、鹿児島の吹奏楽界のパイオニアとして、盈進小学校や旧宮之城高校とともに「吹奏楽の町」の
名を轟かせてきました。そして、現在でもその精神を受け継ぎ活動しています。

『宮之城中学校吹奏楽部』の定期演奏会を、下記のとおり行います。ぜひ一度、聴いて・観て・楽しんでください!

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

企
画
展

「
虎
居
城
展

乱
世
の
城
と
暮
ら
し
」

好
評
開
催
中
!

【
期
日
】
ロ
月
M
日
(
月
)
ま
で

【
場
所
】
宮
之
城
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー

【
時
間
】

9
時
S
口
時
∞
分
ま

で
(
入
館
は
凶
時
叩
分
ま
で
)

【
入
館
料
】

高
校
生
・
一
般

2
1
0
円

(
1
0
5
円
)
/
人

小
・
中
学
生

1
0
0
円

(
印
円
)
/
人

※
小
学
生
以
下
の
未
就
学
児

は
無
料
。
初
人
以
上
で
団
体
割

引
料
金
を
適
用
(
)
内
の
金

額
【
そ
の
他
】
詳
細
は
、
町
内
公

共
機
関
等
に
掲
示
し
て
あ
る
ポ

ス
タ
ー
-
チ
ラ
シ
等
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

宮
之
城
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

E
0
9
9
6
(臼
)
3
3
4
0

在
宅
の
重
度
障
害
者
(
児
)

に
対
し
て
県
か
ら
支
給
さ
れ
る

も
の
で
す
。

-
特
別
障
害
者
手
当

月
額

2
6
，
2
6
0
円

広報さつまD

2012定期演費魯
*日時:平成24年11月17日(土)

午後1時30分間揚午後2時間演

*渇 pJi:宮之城文化センターホール入渇無料
*お問い合わ甘先:宮之城中学校盟国・1587まで

-
障
害
児
福
祉
手
当

月
額

1
4
，
2
8
0
円

.
経
過
的
福
祉
手
当

月
額

1
4
，
2
8
0
円

対
象
者
は
、
日
常
生
活
に
常

時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅

の
重
度
障
害
者
(
児
)
で
、
受

給
に
は
県
の
認
定
が
必
要
で
す
。

所
得
等
の
要
件
が
あ
り
、
施
設

入
所
・
長
期
入
院
な
ど
で
認
定

の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

-
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

宮

(

回

)
1
1
1
1

本
庁
福
祉
課
福
祉
障
害
係

内
線
2
1
3
4

鶴
田
支
所
保
健
福
祉
係

内
線
4
1
1
3

薩
摩
支
所
保
健
福
祉
係

内
線
6
1
2
2

-
毎
週
木
曜
日

午
前
叩
時
4
3
正
午

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会

宮
(
臼

)
1
1
2
3

m広報さつま



FAX (52) 3514 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

内
線
2
1
4
4

TEL (53) 1111 

乳
幼
児
健
診
・
健
康
相
談

・
7
1
8か
月
児

(
H
M・
3
生
)
育
児
掴
談

日
月
日
日
(
金
)

午
前
9
時
S
午
前
9
時
叩
分

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
1
歳
7
1
8か
月
児

(
H
n
.
3生
)
健
診

日
月
別
日
(
水
)

午
後
O
時
叩
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
3
歳
児

(
H引
.
9生
)
健
診

日
月
間
日
(
水
)

午
後
O
時
叩
分
4
3
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
3
歳
児

(
H引
.
叩
生
)
健
診

ロ
月
5
日
(
水
)

午
後
O
時
却
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
2
歳
児

(
H
2・
円
生
)

健
や
か
健
康
相
談

ロ
月
6
日
(
木
)

午
前
9
時
S
午
前
9
時
却
分

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
2
歳
6
か
月
児

(
H
n・
5
生
)
健
診

ロ
月
6
日
(
木
)

午
後
O
時
叩
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
す
く
す
く
育
児
相
談

ロ
月
7
日
(
金
)

午
前
9
時
S
午
前
叩
時
受
付

(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

お問い合わせ:さつま町役場

町
民
課

年
金
加
入
記
録
や
受
給
手
続

き
な
ど
に
つ
い
て
の
『
移
動
年

金
相
談
所
』
を
開
設
し
ま
す
。

年
金
相
談
は
、
予
約
制
で
す

の
で
年
金
の
請
求
手
続
き
及
び

質
問
や
相
談
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
日
月
四
日
(
月
)
ま
で

に
相
談
者
氏
名
(
旧
姓
)
・
配

偶
者
氏
名
(
旧
姓
)
・
基
礎
年

金
番
号
・
相
談
内
容
等
を
役
場

薩
摩
支
所
町
民
係
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

。
必
ず
相
談
時
間
を
ご
確
認

(
ご
予
約
)
く
だ
さ
い
。
予

約
し
た
叩
分
前
に
は
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

。
相
談
を
さ
れ
る
方
は
、
関
係

書
類
(
年
金
手
帳
・
年
金
証

書
・
印
鑑
等
)
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

。
年
金
請
求
の
方
は
、
必
要
書

類
を
事
前
に
川
内
年
金
事
務

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

。
本
人
確
認
書
類
(
免
許
証

等
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
場
合
は
委
任

状
と
委
任
を
受
け
た
方
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類

が
必
要
で
す
。

-
相
談
日
時

日
月
幻
日
(
火
)

午
前
9
時
制
分
か
ら

午
後
3
時
制
分
ま
で

-4か
月
児

(
H
M・
7
生
)
健
診

ロ
月
ロ
日
(
水
)

午
後
O
時
初
分
S
午
後
1
時

受
付
(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
母
子
健
康
手
帳
受
付

日
月
初
日
(
月
)

ロ
月
間
日
(
月
)

午
前
9
時
初
分
6
3
午
前
日
時

(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

※
健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

-
フ
ッ
化
物
謹
布

日
月
別
日
(
水

)
'
-
Z町

四

日
月
初
日
(
水
)
的
助
ヌ

ロ
月
5
日
(
水

)
tベ

ーー
持

h

u月
6
日
(
木
)

午
後
3
時
S
午
後
4
時
受
付

(
宮
之
城
保
健
セ
ン
タ
ー
)

・
屋
地
楽
習
館
健
康
相
談

ロ
月
4
日
(
火
)

ロ
月
日
日
(
火
)

ロ
月
間
日
(
火
)

ロ
月
白
日
(
火
)

午
前
9
時
泊
分
S
午
前
日
時

(
屋
地
楽
習
館
)

-
「
え
ほ
ん
の
帯
」
身
長
・
体
重
測
定

ロ
月
H
日
(
金
)

ロ
月
別
日
(
金
)

午
前
9
時
初
分
S
午
前
日
時

(
え
ほ
ん
の
森
)

-
水
の
音
風
の
音
コ
l
ス

日
月
M
日
(
土
)
午
前
8
時

役
場
鶴
田
支
所
出
発

-
相
談
会
場

薩
摩
支
所

・
申
込
期
日

日
月
刊
日
(
月
)
ま
で

・
お
申
し
込
み
先

薩
摩
支
所
町
民
係

宮
(
日

)
1
1
1
1

(
内
線
6
1
2
1
)

会
議
室

国
民
年
金
保
険
料
は
、
税
の

申
告
に
お
い
て
納
め
た
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な

り
ま
す
が
、
年
末
調
整
や
確
定

申
告
で
国
民
年
金
保
険
料
を
申

告
す
る
際
に
は
、
保
険
料
を
支

払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
皆
様
に
、

「
社
会
保
険
料
(
国
民
年
金
保

険
料
)
控
除
証
明
書
」
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
を
行
う
時
ま
で
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
M
年
1
月
1
日
か
ら
9

月
初
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
方

は
、
平
成
凶
年
日
月
上
旬
に
、

平
成
担
年
刊
月
1
日
か
ら
ロ
月

別
日
ま
で
に
今
年
は
じ
め
て
納

付
さ
れ
た
方
は
、
平
成
初
年
2

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で

す。

-
紫
尾
下
ろ
レ
寒
風
コ
l
ス

ロ
月
9
日
(
日
)
午
前
8
時

白
男
川
紫
陽
館
出
発

税
務
課

本
年
中
に
家
屋
を
解
体
(
滅

失
)
し
た
方
は
、
速
や
か
に

「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、

翌
年
度
も
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
事
情
な
ど
に
よ
り
届

出
が
翌
年
に
な
る
場
合
は
、
賦

課
基
準
日
で
あ
る
1
月
1
日
に

存
在
し
た
か
否
か
の
確
認
が
で

き
な
い
た
め
、
当
該
家
屋
を
取

り
壊
し
た
解
体
業
者
の
「
解
体

証
明
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。

…

ま
た
、
家
屋
を
増
築
さ
れ
た

り
、
新
た
に
倉
庫
・
車
庫
な
ど

を
建
て
ら
れ
た
場
合
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

税
務
課
町
民
税
係

内
線
2
1
1
1
・2
1
1
2

ロ
月
は
、
給
与
等
に
係
る
源

泉
所
得
税
の
年
末
調
整
の
月
で

す。
毎
月
の
給
与
等
か
ら
源
泉
徴

収
(
天
引
き
)
さ
れ
た
所
得
税

の
一
年
間
の
合
計
額
と
、
そ
の

年
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由

と
す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し

て
所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
(
障
害
年
金
・
遺

族
年
金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
)

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の

方
に
は
、
毎
年
日
月
上
旬
ま
で

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
扶
養
親

族
等
申
告
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
ロ
月
1
日
の
提
出
期
限

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中

に
受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決

額
と
は
一
致
し
な
い
の
が
普
通

で
す
。

…

こ
の
た
め
、
源
泉
徴
収
税
額

の
過
不
足
分
を
精
算
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を

「
年
末
調
整
」
と
呼
ん
で
い
ま

す。

…

大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
に
よ
り
そ
の
年
の
所

得
税
の
納
税
を
完
了
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
年
末
調
整

が
正
し
く
行
わ
れ
る
た
め
に
は
、

…

勤
務
先
に
扶
養
親
族
や
保
険
料

な
ど
の
申
告
を
正
し
く
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

'v

・

・
お
問
い
合
わ
せ
先

川
内
税
務
署

E
0
9
9
6
(
n
)
2
8
3
0
 

※
自
動
音
声
案
内

税
務
課
収
納
第
1
係

内
線
2
1
1
3

国
民
健
康
保
険
税
第
5
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
5
期

介
護
保
険
料
第
5
期

【
納
期
限
日
月
初
日
】

《
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
す
み
で
す
か
》

ま
り
ま
す
。
も
し
提
出
を
忘
れ

る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
多

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
扶
養
親
族

の
い
な
い
方
も
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
金
以
外
に
収
入
が

あ
る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で

す。
平
成
部
年
分
「
扶
養
親
族
等

申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
る
方
は
、

白
歳
未
満
で
年
金
額
が
1
0
8

万
円
以
上
あ
る
方
と
白
歳
以
上

で
年
金
額
が
1
5
8
万
円
以
上

あ
る
方
で
す
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

川
内
年
金
事
務
所

宮
(
幻

)
5
2
7
6

同 薩摩郡医師会病院診療案内 (H23.12.16rv ) 

診療 科月 火 水 木 金 土

嗣 内科 神野 神 野 神野 神野

神経内科 花田 花田 花田

救急科 益崎 益 崎 益崎 益崎
交代制

循環器内科 福岡 {堀第之内 早川E・41

消化器内科 倉元 倉元 倉元

外 科 緒 方 緒方 緒方 緒方 大学

整形外科 海江田 海江田 海江田 j毎j工田 吉松 吉松
(原則第2・41

放射線科 林 田 林田 林田 平木

*町民で50歳以上の方は、僅線量CT肺がん検診を外13J0H 0円で受診できます。(要受診券)
担当. 内 (TEL0996-53-0326l 

石
材
の
専
門
家

否)

室)骨

(墓

(納
(石材彫刻)

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険

と
雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た
言

葉
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
強
制

保
険
制
度
で
す
。

※
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し
て
業

種
・
規
模
の
如
何
を
問
わ
ず
労

働
保
険
の
適
用
事
業
と
な
り
、

事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

や
各
種
届
け
出
を
労
働
保
険
事

務
組
合
等
に
委
託
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

お
す
み
で
な
い
事
業
主
の
方

は
、
お
早
め
に
加
入
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

-
お
問
い
合
わ
せ
先

ハロ
l
ワ
l
ク
宮
之
城

宮

0
9
9
6
(日
)
0
1
5
3

川
内
労
働
基
準
監
督
署

宮

0
9
9
6
(
n
)
3
2
2
5

広報さつまD

パスポートの申請・受領の窓口

は役場町民課(本庁)になります。

町内の方は、県のパスポート窓口

を原則利用できませんので、ご注

意ください。

-お問い合わせ先町民課町民係
B 53-1 1 1 1 (内線2123・2124)

パスポートの申請は
役場町民課ヘ.出動件数

運んだ人

.内訳

急病 42件 40人

交通事故 3件 3人

その他 37件 33人

0件4砂発生件数
l主主空寝3313|
広告を掲載しませんか?広告主大募集!

・詳じくは町ホームページをご覧ください。
http://www.satsuma-net.jp/ 

m広報さつま



広報さつまD

自己流でみがいているとみがき残しができます。みがいていてもみがけていないことに注意して、

歯科医院で正しい歯みがきを習いましょう。

| 歯ブラシのあて方 | 

薩
摩
郡

歯
科
医
師
会
監
修

専門家(歯科技師・歯科衛生士)に相談して、デンタルフロスや歯聞ブラシを使いましょう。

ぽぜ

〔 歯ブラシによ否プラークコントロール 〕

(歯ブラシだけでは歯と歯の聞の歯垢は落とせません〕

煩乳l'ロか§食べ§スタートです

据
娠
中
に
知
つ

て
お
き
た
い
こ
と

でき否だけおっぱいで育てましょう

お母さんのおっぱい1;&
最強のトレー=ンク.マシーン.0南乳で口周囲の筋肉を鍛え、あごも発達します0

・お母さんの食事で変わる母乳の昧で、 昧覚
が発達します。

生後2か月頃から始める「指しゃぶり」や
4か月頃から始める「オモチャなめ」は離乳

する前の、唇や舌、あごなどの働きを練習す

る大切な前準備です。

歯周痛にかかってい§と、
健体重県出産や早産のリス
クが高くなります

お母さんが歯周病にかかっている
と、毒素や炎症をひきおこす物質が

血液中に入り胎児の成長抑制や子宮

収縮をまねくことにより、低体重児

出産や早産のリスつは約3信になる
といわれています。

町では、妊娠中のお母さんのために妊婦無料歯科健診を実施中です。

歯科健診を受けて、母子ともに健康な生活に努めましょう。

※まだお手元に受診票をお持ちの妊婦さんは、早めに受診をお願いします。

2込

大切ですよれ

ポイント 1…毛先を歯にきちんとあててみがく

ポイント2…軽い力でみがく

ポイント3…小刻みに動かしてみがく

来・歯ブラシの毛先を上手に使って、口の中を観察し
自分にあったみがき方を工夫しましょう。

お母さんの歯、

むし歯菌は、生まれたばかりの赤ちゃんの

お口の中にはいません。主にお母さんの唾液

を介して感染する可能性が高いのです。

赤ちゃんのむし歯予防の第一歩はお母さん

自身がしっかりお口のお手入れをしてむし歯

菌の数を減ら

すことです。

お母さんのむ

し歯は早めに

治療しておき

ましょう!

その要因は・・・
.食事や間食の回数が増えて、お口の中が
酸性に傾きやすくなります。

・つわりなどで、歯みがきがおっくうにな
ります0

・ホルモンの変化で、歯ぐきの炎症が起こ
りやすくなります。

妊娠す§とむし歯や歯周痛に
なりやすくなります

妊娠性歯肉炎

むし歯l'るつります

妊娠す~と、お腹の
赤ちゃんに母親の力ル
シウムをとられてお母
さんの歯が悪くなるわ
けではあリません。

『
歯
み
が
き
』

で
き
て
い
ま
す
か
?

鹿児島県の元気鹿アッフ・ポイント事業が始まります。

1時間の活動に対レ、 1ポイン卜(100円分)のシールを貼っていきます。

1日のポイン卜の上限は2ポイン卜まで、 1年間で最大50ポイン卜 (5，000円)です。

電話:53-1111 (内線2173)又は52-4690(直通)

かぜは、その大半がウイルスによって引き起こされます。 r万病の元」といわれるように、こじらすと不快な

病状が続くだけでなく、二次的に気管支炎や肺炎などを起こしてレまうこともあります。

かぜの原因とな否ウイルスの種類は、 200種類にも及び、その代表格となるインフル工ンザは主に冬に流行

レ、発熱、頭痛、関節の痛みなど症状も重いのが特徴です。

お問い合わせ先健康増進課健康増進係

電話 :53-1111(内線2143・21 44) 

さ.11事業に香加してポイントを貯めて、

心身共にいつまでも元気に過ごしましょうJゆ

) 

こんにちI~保健師です

かtぎの季節に向けて注意したいこと

。適切な湿度の保持
かぜやインフル工ンザのウイルス

は、低温や乾燥を好むので、その環

境を作らないことも重要な予防法で

す。ウイルス侵入を防ぐ第一の門

「のど」が乾燥すると、ウイルスを

排除するはたらさが弱くなってしま

います。適切な湿度 (50rv60%)を

イ呆ちましょう。

~いつまでも いきいきと暮らせ否高齢者であ否ために~

介護予防教室、高齢者いきいきサロン等に参加して
ポイン卜を集めまレょう。
・対象者:町内に住所を有す否65歳以上の元気高齢者

(介護保険サービス利用のない万)

・ポイントシールの管理:高齢者自ら介護予防や健康づくり活動をしてい否

団体の代表者、若しくは町事業の場合は町担当者等

・団体での登録が必要となりますので代表者は手続きが必要になります。

漢のことに気をつけて、かぜの予防に努めましよる。

介護予防係介護保険課

• 

。マスクの着用
咳1回で約 10万個、くしゃ

み 1回で約200万個のウイル

スが、 2rv3メートル先まで飛

散します。マスクを着用し、飛

散を防ぎましょう。

さつま町役場

。予防接種
インフル工ンザワクチンは、かかっ

た場合の重症化防止に有効です。流行

の時期が12月rv3月であることを考え

ると、早めの接種をお勧めします。な

お、効果の持続は約5か月間です。

。手洗い・うがい
ウイルスは手や顔、鼻やの

どの粘膜、衣類などに付着し

ます。

帰宅後は石けんで手洗い・

う力札1をしましょう。

お申レ込み・お問い合わせ先

健康さつま21

m広報さつま
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同じ会場で数日間の申告受付を可能にするため、各地域の申告会場の

見直しを行いました。同じ会場での申告期間中であれば指定日以外でも

申告を受け付けます。

変更となる対象地域につきましては下記をご覧ください。

なお、詳しい申告日程につきましては 12月にお知らせする予定です。

税の申告受付会場が褒わります!!

よかとこ再発見

ま
ち
の
歴
史
探
訪
⑨

平川営農研修センター

虎居地区公民館

前

泊野地区林業集会所

白男川紫陽館

更褒域地象ます

域

域

更

全

全

蛮

野

l
 

l
 

--Baa-
男

泊

自

襲
尾
神
社

神
社
の
創
建
は
古
く
、
継
体

天
皇
の
頃
、
紫
尾
山
(
上
宮
山
)

で
修
行
中
の
空
覚
上
人
の
夢
に

神
が
現
れ
、
「
我
は
当
所
の
大

権
現
な
り
。
我
が
た
め
に
社
と

寺
を
建
て
よ
。
」
と
い
う
お
告

げ
が
あ
り
ま
し
た
。
空
覚
上
人

は
、
こ
れ
に
従
い
栴
艇
事
を
建

て
、
後
に
、
紫
尾
山
山
頂
に
上

宮
神
社
(
上
宮
)
、
紫
尾
と
出

水
市
高
尾
野
町
に
紫
尾
神
社

(
中
宮
)
、
種
子
田
に
古
紫
尾

神
社
(
下
宮
)
を
建
て
た
と
い

う
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。
紫

に
に
ぎ
の
み
こ
と

尾
神
社
の
祭
神
は
、
理
々
杵
尊
、

ひ
こ
ほ
ほ
で
み
の
み
こ
と
う
が
や
ふ
さ
あ
え
ず
の
み
こ
と

彦
火
々
出
見
尊
、
鵜
茅
葺
不
敢
尊

の
三
神
で
、
「
一
」
匿
各
蹴
鴎
鍔
」

に
よ
る
と
、
ご
神
体
の
鏡
は
、

み
は
も
と
の
さ
ね
と
も

鎌
倉
幕
府
三
代
将
軍
源
実
朝
か

ら
の
奉
納
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
ん
ぶ
つ
じ
ゅ
う

ご
う
当
時
の
信
仰
は
、
「
神
仏
習

合
」
と
い
い
、
「
神
と
仏
は
根

源
を
同
じ
く
す
る
も
の
」
と
し

て
、
神
社
の
周
辺
に
お
寺
を
作

り
、
両
方
を
信
仰
し
て
い
ま
し

た
。
紫
尾
神
社
の
近
く
に
は
神

興
寺
が
あ
り
ま
し
た
が
、
明
治

は
い
ぷ
っ
さ
し
ゃ
く

時
代
の
廃
仏
国
以
釈
運
動
の
中
で

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

紫
尾
神
社
境
内
に
は
、
建
武

元
年

(
1
3
3
4
)
の
銘
の
入

つ
疋
方
柱
石
塔
婆
や
、
文
安
二

年

(
1
4
4
5
)
の
銘
を
持
つ

六
地
蔵
塔
な
ど
、
仏
教
と
関
連

の
あ
る
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。

神
社
周
辺
に
は
、
「
神
興
寺
僧

侶
の
墓
石
塔
群
」
や
、
古
紫
尾

神
社
か
ら
紫
尾
神
社
に
向
か
う

県
道
鶴
固
定
ノ
段
線
の
道
沿
い

に
置
か
れ
た
「
町
石
」
な
ど
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
史

跡
が
数
多
く
分
布
し
て
お
り
、

こ
の
地
が
信
仰
上
、
非
常
に
重

要
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

紫尾神社拝殿の下からは温泉が湧き出レ、
「神の湯」とレて親レまれています 佐志地区公民館時吉ほたる館域全士

ロ時

9
月
1
日
(
土
)
救
急
医
療
町
民
講
座
・
意
見
交
換
会
マ
ふ
く
し
園
夏
祭
り
マ
異
業
種
交
流
会

2
日
(
日
)
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
マ
叙
勲
受
賞
祝
賀
会
(
元
町
消
防
団
長
萩
木
場
氏
)

3
日
(
月
)
職
員
朝
会
マ
富
士
通
(
入
来
工
場
)
対
策
本
部
会
議
マ
議
会
全
員
協
議
会

来
客
対
応
(
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
卜
、
県
水
源
林
協
議
会
)
マ
J
A
畜
産
関
係
要
望
受

4
日
(
火
)
秋
季
畜
産
品
評
会
(
宮
之
城
地
区
)
マ
交
通
安
全
対
策
会
議
・
町
民
運
動
推
進
協
議
会

5
日
(
水
)
県
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
検
討
委
員
会
(
鹿
児
島
市
)

6
日
(
木
)
9
月
定
例
会
(
本
会
議
)

7
日
(
金
)
秋
季
畜
産
品
評
会
(
薩
摩
地
区
)

9
日
(
日
)
運
動
会
(
北
原
、
荒
瀬
公
民
会
)

V

大
臣
就
任
祝
賀
会

川
日
(
月
)
本
会
議
(
一
般
質
問
6
人
)

け
日
(
火
)
本
会
議
(
一
般
質
問
2
人
)
マ
工
場
増
設
立
地
協
定
式
マ
3
役
調
整
会
議

ロ
日
(
水
)
弔
問
(
故
松
下
忠
洋
氏
)
(
薩
摩
川
内
市
)
マ
防
衛
白
書
説
明
受
マ
議
会
常
任
委
員
会

富
士
通
(
入
来
工
場
)
対
策
本
部
会
議
マ
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
川
薩
支
部
全
員
交
流
会

日
日
(
木
)
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
公
募
選
定
会
議

同
日
(
金
)
鶴
宮
園
敬
老
会
マ
議
会
常
任
委
員
会
町
長
総
括
質
疑

問
日
(
土
)
薩
摩
中
学
校
運
動
会
マ
ほ
の
ぼ
の
園
敬
老
会

川
日
(
日
)
運
動
会
(
宮
之
城
中
、
栗
野
公
民
会
)
マ
大
石
神
社
秋
季
大
祭
「
金
吾
様
踊
り
」

求
名
区
敬
老
会

げ
日
(
月
)
敬
老
会
(
マ
モ
リ
工
、
平
川
区
)

叩
日
(
水
)
さ
つ
ま
園
敬
老
会

V
川
薩
地
区
畜
産
共
進
会
マ
商
工
会
青
年
部
ス
タ
ミ
ナ
会

叩
日
(
木
)
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
要
望
受
マ
完
成
検
査
(
平
川
採
卵
検
査
場
)

引
日
(
金
)
5
0
0
人
総
立
哨
マ
課
長
会
マ
監
査
意
見
書
受
マ
防
犯
協
会
公
用
車
贈
呈
式
(
ソ
口
プ
チ
ミ
ス
ト
)

雇
用
事
業
協
議
会
報
告
受
マ
関
西
さ
つ
ま
会
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
懇
談
会

白
日
(
土
)
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
個
人
戦
大
会

V
ク
オ
ラ
キ
ッ
ズ
運
動
会

日
日
(
日
)
各
地
区
及
び
小
学
校
運
動
会
(
時
吉
・
白
男
川
、
泊
野
、
流
水
、
柏
原
、
屋
地
、
平
川
)

関
西
さ
つ
ま
会
見
送
り

V
中
津
川
区
敬
老
会
マ
柊
野
区
ひ
が
ん
花
ま
つ
り

H
日
(
月
)
来
客
酉
談
(
各
5
件
)

日
日
(
火
)
シ
ル
バ
ー
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ
大
会
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
整
会
議

全
国
自
作
視
聴
覚
教
材
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
伝
達
マ
郡
共
進
会
反
省
会
(
薩
摩
地
区
)

日
日
(
水
)
人
・
農
地
プ
ラ
ン
意
見
交
換
会
(
農
水
省
・
農
政
局
ほ
か
)

来
客
面
談
(
市
町
村
共
済
事
務
局
長
)

幻
日
(
木
)
北
薩
地
区
福
祉
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
大
会
マ
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
検
討
委
員
会

問
日
(
金
)
本
会
議
(
追
加
議
案
ほ
か
)
マ
県
共
進
会
出
品
者
巡
回
激
励

日
日
(
土
)
県
畜
産
共
進
会
(
姶
良
市
)
・
県
共
進
会
反
省
会

叩
日
(
日
)
各
地
区
及
び
小
学
校
運
動
会
(
山
崎
、
中
津
川
、
永
野
、
求
名
、
紫
尾
)

鶴田中央公民館

ひまわり館

(役場庁舎建設のため)

鶴田支所

山崎地区公民館

いきいき研修館

役場東別館3階会議室

船木地区構造改善センター

太平公民館

久富木区公民館

二渡清流館

域

上場・大平

域

域

域

域

全

全

全

全

全

湯

宮之城屋地

船

久

田

木

木

渡

r.:!::I 

""'" E固

※主な会議及び行事を抜粋
(各課・局との内部会議は省略)(平成24年9月)町長の動静町長交際費執行状況

(田長等が、行政執行上や町の
利益のため、町を代表し外部と
の交際上必要な経費です。)

(9月分)

• 9月9日 39.800円
関東永野会総会時地元産品

• 9月2日 8.000円
叙勲受賞祝賀会時
(元さつま町消防団長

萩木場光三氏〕

東・浦川内・鶴田大角・上手

鶴田町・東善寺・城内・麓 鶴田保健センター

鶴田中央公民館

鶴田中央公民館

山神
田鶴• 9月10日 5.000円

安全運転管理協議会合同会
議意見交換会時

• 9月11日 33.540円
士場増設立地協定締結時 岩之上公民館全域尾紫

鶴田支所

境田・上狩宿・下狩宿 求名交流館

鶴田保健センター

下狩宿公民館

橿ヶ迫・大野子神• 9月17日 13.200円
立地企業訪問活動時

名求• 9月20日 12.096円
来客用お茶 薩摩農村環境改善センター

新岩元・下別府 薩摩支所

求名交流館

薩摩農村環境改善センタ-

下手・下中福良

• 9 月21~23日
85.000円

関西さつま会ふるさと訪問時
永野安流館金山公民館金山

野永

• 9月21日1.785円
防犯広報車贈呈式時

。予備自について
予備日は毎年大変混雑レ、皆様に長時間お待ちいただいております。

混雑を避け否ため可能な限り指定日(若レくは指定会場での申告期間中)に申告く

ださいますようお願いレます。

・お問い合わせ先:さつま町役場 宮 53-1 1 1 1 
本庁税務課町民税係(内線21 1 1・21 1 2) 
鶴田支所税務係(内線42 1 4) 
薩摩支所税務係(内線61 1 5) 

広報さつまfD

日
高
政
勝

OI広報さつま

出
御
者
禽

異
郷
の
地
で
ふ
る
さ
と
の
集
い

が
あ
り
ま
す
。
「
関
東
さ
つ
ま
会
」
、

「
聞
酉
さ
つ
ま
会
」
な
ど
。
ふ
る
さ
と

の
行
政
合
併
に
よ
り
、
出
郷
者
の
会

も
統
合
さ
れ
、
中
に
は
旧
町
ご
と
、

も
っ
と
身
近
な
区
ご
と
の
集
い
も

あ
る
よ
う
で
す
。

毎
年
、
隔
年
の
総
会
に
出
席
し
、

ふ
る
さ
と
の
近
況
等
を
報
告
し
な

が
ら
親
し
く
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

高
度
成
長
期
、
宮
之
城
線
の
就

職
列
車
で
青
雲
の
志
を
抱
い
て
出

郷
さ
れ
た
方
も
多
い
と
と
で
し
ょ

う
。
「
金
の
卵
」
と
し
て
重
宝
が
ら
れ

た
時
代
。
日

5
M歳
の
若
年
で
ふ

る
さ
と
を
離
れ
、
言
葉
、
風
土
、
文

化
の
違
う
異
郷
の
地
で
の
生
活
は
、

言
い
よ
う
の
な
い
寂
し
さ
や
言
葉

で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
ご
苦
労
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
乗

り
越
え
ら
れ
て
、
し
っ
か
り
都
会
人

と
し
て
根
を
張
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
姿
に
敬
服
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
そ
れ
だ
け
に
、
ふ
る
さ
と
を
思

う
心
は
、
ふ
る
さ
と
に
住
ん
で
い
る

者
よ
り
む
し
ろ
大
き
く
強
い
も
の

を
感
じ
、
と
の
と
と
は
「
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
を
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
と
か
ら
も
伺
え
ま
す
。

と
れ
ら
熱
い
郷
土
愛
に
触
れ
る

た
び
に
、
職
責
の
重
大
さ
を
噛
み
締

め
、
誇
り
あ
る
ふ
る
さ
と
、
つ
く
り
に

尚
一
層
逼
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
新
た
な
意
欲
を
か
き
立
て
ら

れ
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。



保
護
者
等
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を

盈
進
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
現
在

1
年
生
1
人、

2
年
生
8
人、

3
年
生
5
人、

4
年
生
5
人、

5
年
生
4
人、

6
年
生
9
人

の
計
犯
人
と
指
導
者
3
人
で
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。監

督
の
諏
訪
隆
明
(
初
)
さ
ん
は
、
「
試

合
の
勝
ち
負
け
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
以
上

に
子
ど
も
た
ち
の
5
年
後
叩
年
後
を
見
据
え
、

個
人
技
を
伸
ば
し
て
1
対
1
の
局
面
で
勝
負

が
で
き
る
選
手
育
成
に
努
め
て
い
る
。
」
と

話
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
が
出
来
る
こ
と
に
対
し

て
保
護
者
等
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な

い
心
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
M
チ
ー
今
レ
l

諏
訪
さ
ん
は
、
練
習
時
聞
が
限
ら
れ
て
い

る
中
で
常
に
予
測
を
し
て
プ
レ
ー
が
で
き
る

よ
う
に
、
ま
た
サ
ッ
カ
ー
は
チ
l
ム
プ
レ
ー

な
の
で
、
仲
間
を
思
い
や
り
大
事
に
し
責
任

感
を
持
っ
た
選
手
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
に
留

意
さ
れ
て
い
ま
す
。

指
導
者
と
し
て
の
魅
力
を
伺
う
と
「
子
ど

も
た
ち
が
技
術
的
・
精
神
的
に
成
長
し
て
い

く
所
や
、
試
合
で
必
死
に
ボ

I
ル
を
追
い
か

け
て
全
力
で
プ
レ
ー
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が

嬉
し
い
こ
と
。
サ
ッ
カ
ー
は
少
年
を
大
人
に

育
て
、
大
人
を
紳
士
に
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
」
と
話
さ
れ
ま
す
。

性
別
保
護
者
公
民
会

克

志

時

吉

中

城

9
月
日
間
日
5
叩
月
市
日
届
出
分
(
引
人
)
敬
称
略

な
く
な
っ
た
人
年
齢
公
民
会

外
園
タ
ル
問
紫
尾
上

野
村
信
行
紛
紫
尾
上

石
之
野
秀
吉
約
仮
屋
原

富
永
宗
藤
初
日
二
渡

谷
山
正
芳

m
川
西
町

稲
留
和
夫
乃
山
崎
中

篠
原
ハ
ツ
エ
約
布
田

天
瀬
輝
雄
花
下
平
川

木
下
照
雄
口
五
日
町

川
床
秋
男
幻
城
之
口

春
田
一
良
日
下
平
川

上
牧
瀬
三
徳
川
ω

小
路
下
手

今

西

貢

河

日

当

瀬

南
原
百
合
子
関
虎
居
大
角

菊
野
ア
ヤ
子
幻
下
手

平
城
な
る
え
閃
二
渡

宮

後

光

雄

創

熊

田

牛
島
ワ
イ
%
上
寺
下

小
永
田
利
雄
幻
下
手

宮
持
影
市
総
上
狩
宿

坂

元

厚

肌

求

名

町

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、
届
出
人
が

同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
レ
て
い
ま
す
。

あ
か
ち
ゃ
ん

本

砥

駿

男

松

元

彩

笑

女

永

里

優

珠

女

桑

波

田

慶

悟

男

押

川

真

優

女

宍
元
民
間
安
女

恥

ぞ

風

優

ぅ

骨

男

内

菜

名

子

女

平

井

唯

愛

女

小

川

倫

生

男

木

場

慎

之

助

男

久

保

美

遥

女

洋

文

下
平
JII 

瑛

川
原
町

鉄

平

市
場

昌

司

船
木
東

勇

人

京
塚
原

勝

治

船
木
東

健
太
郎

湯
田
上

4悟

西
手
西

申，aE
 

史

宏

湯
之
元

事事

太

中
央

祐

也

愛
宕

篤

志

社紫
会尾
福区
祉大

サ官官法衆

ノ員会議Ez
ふと上室町
くぎ之荘
し会原裏付
園純企

夫え

-
有
馬

No.13 

熊田交伸会

求
名
区
の
熊
田
公
民
会
は
、

求
名
の
東
側
に
位
置
し
、
永

野
区
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

熊
田
の
地
名
の
由
来
は
、
薩

摩
町
郷
土
誌
に
よ
る
と
、
永

禄
の
こ
ろ
、
島
津
氏
が
渋
谷

氏
の
守
る
長
野
城
を
攻
め
た

地域a行事とと毛に

E 
第20回熊田轍老運動会の様子(雨天のため公民館での開催)

⑩ 

ま
た
、
監
督
の
父
で
代
表
指
導
者
の
諏
訪

敏
治
さ
ん
は
、
必
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
指

導
を
さ
れ
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日

本
代
表
主
将
の
前
園
真
聖
氏
や
神
村
学
園
高

等
部
サ
ッ
カ
ー
部
監
督
の
竹
元
真
樹
氏
を
教

え
子
に
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
父
の
姿
を
見
て
「
自
分
も
同
じ
よ

う
に
サ
ッ
カ
ー
を
広
め
て
い
け
る
よ
う
に
今

後
も
頑
張
り
た
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
た
い

盈
進
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
キ
ヤ

あ
き
ひ
さ

プ
テ
ン
で
佐
志
小
学
校
6
年
生
の
福
田
晃
久

く
ん
は
、

1
年
生
の
時
に
入
団
し
ま
し
た
。

「
勝
て
る
試
合
で
勝
て
な
か
っ
た
時
は
悔
い

が
残
る
け
ど
、
み
ん
な
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る

事
が
と
て
も
楽
し
い
。
」
と
活
動
を
振
り
返

り
ま
す
。

今
後
の
目
標
と
し
て
、
「
6
年
生
に
と
っ

て
は
残
り
少
な
い
た
め
、
気
を
引
き
締
め
て
、

試
合
に
も
出
来
る
だ
け
勝
っ
て
、
み
ん
な
に

声
か
け
な
ど
し
て
チ
l
ム
を
盛
り
上
げ
た
い

で
す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

盈進サッカースポーツ少年団
〆
、
事
晶

時
、
球
磨
(
人
吉
)
の
相
良

氏
が
渋
谷
氏
を
援
け
る
疋
め

熊
田
の
地
を
訪
れ
、
戦
い
に

敗
れ
た
後
も
こ
の
地
に
留
ま

り
農
民
と
な
っ
た
人
が
い
た

の
で
「
球
磨
の
ひ
と
の
田
」

が
転
じ
て
、
熊
田
の
地
名
が

で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

と
あ
り
ま
す
。

熊
田
公
民
会
の
青
壮
年
グ

ル
ー
プ
「
熊
田
交
伸
会
」

(
会
長
:
・
宮
後
裕
一
、
会
員

数
川
名
)
は
、
昭
和
日
年
8

月
に
「
お
互
い
交
わ
り
伸
び

よ
う
」
を
合
言
葉
に
発
足
、

以
来
M
年
目
を
迎
一
え
ま
す
。

会
員
の
中
に
は
親
子
2
代
に

わ
た
り
活
動
し
て
い
る
方
も

あ
り
、
そ
の
歴
史
の
長
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
主
な
活
動

は
、
今
年
で
辺
回
目
を
迎
え

た
「
熊
田
敬
老
運
動
会
」
の

運
営
(
今
年
は
事
情
に
よ
り

中
止
)
や
お
盆
と
年
末
に
高

齢
者
世
帯
等
の
粗
大
ご
み
の

回
収
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
け
月
幻
自
に
は

「
熊
回
収
穫
祭
」
と
称
し
て

芋
煮
会
を
開
催
し
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
一
堂
に
会

し
、
秋
の
豊
作
の
喜
び
と
収

穫
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
会
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

熊
田
交
伸
会
は
、
地
域
行

事
を
支
え
な
が
ら
、
地
域
の

人
々
と
の
紳
や
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
、
「
で
き
る
人
が

で
さ
る
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

橋
口

孝
人

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す

る
業
務
を
し
て
い
ま
す
。

広報さつまBI

ゴ‘ールめがけてシユー卜

.翠広報さつま



小久保大輝さん
紫尾小学校6年

おもしろいゲームを作りたい!
ぼくの夢は、ゲームクリ工ーターにな否ことです。ゲームをレ

てい否時に、おもしろい所があり、こんなおもしろいのをどのよ

うに作っているのか興昧がわきまじた。また、 5年生の時に聞い

たゲームの作り方で、ぼくも作ってみたいと思ったからです。夢

をかなえるために、これからもっと、ゲームについて調べたいで

す。そレて、楽レいアイディアが浮かんでくるよう創造力を豊か

にす否ために本をたくさん読みたいです。

休日在宅医 休日薬局

3日林田内科 853-1177 3日ウチ薬局 853-0063 

4日溝口整形外科 852-4668 4日ヘルシ-薬局 821-3739 

1 1日薩摩郡医師会病院 853-0326 1 1日青空薬局 852-0101 

18日海江田医院 853-0006 18日夕パタ薬局 宮 21-3344

23日小緑内科 852-1676 23日とどろ薬局 852-2525 

25日宮之城病院 宮 53-0180 25日祁答院薬局 821-8085 

2日鬼丸整形外科 856-8811 2日夕パタ薬局 821-3344 

9日薩摩郡医師会病院包53-0326 9日青空薬局 宮 52-0101

わ11eし芭ちぬ町

推計人口による

人口 23，421人(-27人)

男 10，837人(- 8人)

女 12，584人(-19人)

世帯数 9，946世帯

転入 32人転出 43人

出生 13人死亡 29人

(平成24年10月1日現在)

( )は前月対比

※休日在宅医や薬局は都合により、変更になる場合があります。受診の際は、医療機関に電話で確認してください。町のホームページでも紹介しています。
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